
はじめに ２００６年３月に『評制下荷札木簡集成』を刊行

した際、ほぼ確実に評制下といえる荷札木簡に限定して

集成したため、郡制下のものと区別しがたい藤原地域出

土木簡の事例は割愛した。この小論では、そうした事例

のうち、２００５年度以前の奈良文化財研究所による発掘調

査出土の荷札に限って、出土遺構・調査次数別に再調査

した結果を記しておきたい。また再調査の過程で、評制

下の荷札木簡も若干みいだしたので、あわせて報告す

る。なお、出土する木簡は完形のものは少なく、内容的

に荷札とみてよいか判断に悩むものも多い。ここでは荷

札の可能性があるものは極力取り上げるようにしたが、

遺漏もあるものと思われ、ご批正をお願いしたい。

SD１９０３（１８次）～SD２３００（２４次） 一部は拙稿「藤原宮出

土荷札木簡補遺」（『紀要２００６』）で取り上げたので、未報

告のものに限って述べる。１は上端折れ。品目は記さな

いが、「三斗」から塩と推定される（５・１０・１１も同様）。

２は四周すべてに二次的加工。４は下端折れ。「刀加

里」は『和名抄』安房国安房郡利鹿郷に該当しよう（以

下、地名比定は基本的に『和名抄』による）。５は右辺やや割

れ。７は下端折れ。裏面は「尾」の下に文字は続かない。

８はほぼ完形。９は左辺二次的割截。進上木簡という方

が妥当かもしれない。１０は完形。「文之」（「文」は「久」の

可能性もある）は無姓の個人名か。１２は右辺二次的割截。

１３は上端折れ、左辺二次的割截。１５は下端折れ、左辺割

れ。１６は上端折れ、左辺割れ。２１は完形。上端は切断の

上、裏側を面取りする。人名のみを記載する（３３・８５・９８

も同様）。２２は上端折れ、左辺二次的割截。２３は上下両端

折れ。隠岐国の荷札であろう。２４は上端折れ、左辺二次

的割截。２８は完形。２９は下端折れ。地名を書かず、人名

を２名記した珍しい事例。３０は上端折れ、右辺やや割

れ。塩を２斗貢進するのは評制下の荷札に多い。３１は上

端折れ、左辺割れ。３２は左辺二次的割截。３３はほぼ完形。

３４は下端折れ。３５は上端折れ。３６は下端折れ、右辺割れ。

上部には二次的穿孔がある。３７は左辺やや割れ。

SD１７０（２７次）３９は上下両端折れ、左右両辺二次的割

截。年号が冒頭に記載されており、評制下の荷札木簡で

ある可能性が高いが、「大宝三年十一月十二日御野国楡

皮十斤」（『藤原宮木簡１』１６１）という事例もあり、断定は

できない。４０は下端折れ。左辺は二次的割截か。同じ調

査で備前国大伯郡の木簡が他に２点出土している。４１は

下端折れ。津守連の分布状況から、「津里」は摂津国武庫

郡津門郷に該当しよう。「務庫水門」「武庫水門」に関係

する地名である。４２は完形。「錦ア里」は河内国錦部郷に

該当しよう。薦の荷札か。「身人ア」は六人部。「枚」は

「牧」の字体（５０・１０１も同様）。４３はほぼ完形。地名部分は

損傷する。４４は上端折れ。２文字目は「知」の可能性が

ある。４５は四周欠損。「荒堅魚」と続こう。４６は右辺二次

的割截。字配りから、上半部は中央１行、下半部は２行

割書とみられる。杉材であり、隠岐国荷札の可能性が高

い。４７はほぼ完形。下端は少し尖るため０３３型式とした

が、端部は左に大きく偏り、実質的には０３２型式である。

畿内貢進の薦荷札であろう。４８は上下両端折れ。なお、

「三尺六寸一枚」の語の確認される荷札木簡があるが

（『藤原木簡概報５』１２頁上）、郡里制下のものであることが

確かめられた。

SD１７０（２９次）４９はほぼ完形であるが、切り込みが上端

ギリギリにまで迫る。品目は書かれていないが、薦の可

能性が高い。「之」は「戸」の可能性もある。「阿那之」

は穴師のことか。５０は右辺二次的割截。「日下里」は河内

国川内郡に関係しよう。本郡には大戸郷が存在する。５１

は完形で、下端表側には切断時のアタリが残る。５２は完

形で、平面に対して厚みがかなりある。「飯野」は伊勢国

飯野郡に関係しよう。５３は下端折れ。「塔志里」は藤原宮

期には志摩国志摩（嶋）郡に属した。５４・５５は下端折れ。

左辺は二次的割截か。５６は下端折れ、左右両辺は二次的

割截か。５７は完形。裏面３文字目は「里」の可能性があ

る。「久米」の次は「評」もしくは「郡」を省略している。

５８は上下２片接続。左右両辺は二次的割截か。別筆

「二」はやや肉太。駿河国賀茂郡の荷札であろう。５９は

真ん中で二次的に割截し、左右２片に分離する。材の中

央に小さく細筆で記す。丁寧な記載であり、贄に関わる

か。６０は下端折れ。左右両辺は二次的割截か。２文字目

の「服」は旁が「衣」の字体。「申服」は「神服」の可能

性もある。６１は上端折れ。上半部は腐蝕が甚だしいが、

書式・サト名・人名から若狭国遠敷郡の荷札と推定され

る。６２は下端折れ、左辺二次的割截。「熊来里」は『和名

抄』には能登国能登郡、参河国幡豆郡がみえる。「水母」

藤原地域出土の荷札木簡
補遺
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（クラゲ）と続くか。６３は下端折れ。６４は下端折れ、左右

両辺二次的割截。４・５文字目は木簡概報に従って２行

割書としたが、１行の可能性もある。６５は下端折れ、右

辺二次的割截。６６は下端折れ、左辺二次的割截。裏面の

左行は削り残りか。６７は荷札木簡に二次的整形を加えた

もので、下端は切断の上、表裏を面取りし、裏面の上半

部を斜め方向に削る。「入ア里」は壬生里のことか。６８は

上下２片接続でほぼ完形。「八連」は鰹の単位とみられ、

これを手がかりに、２文字目は「方」、４文字目は「矢」

と推定釈読でき、伊豆国田方郡の荷札となる。６９は四周

欠損し、腐蝕が甚だしい。７０は上下両端折れ、左右両辺

二次的割截。７１は完形。摂津国もしくは河内国の荷札で

あろう。７２も完形。「上鳥羽」は山城国紀伊郡鳥羽郷に関

係しよう。なお同時期の荷札として、奈良県の調査で

「下鳥羽�」が出土している（奈良県教育委員会『藤原宮』

５６号木簡）。７３は上端折れ。全体に腐蝕が甚だしい。７４は

上端に整形時の切断痕跡が残るが、緩やかな圭頭形に整

形しており、原形をほぼ保つとみてよい。木簡概報は０５９

型式とするが、０３３型式が正しい。「津里」は４１にもみえ

る。摂津国武庫郡津門郷の他、備後国沼隈郡津宇郷が候

補地として考えられる。７５は上下２片接続でほぼ完形。

「大」の上は「嶋」の可能性がある。参河国幡豆郡の荷

札か。７６は左右両辺を二次的に割截した上で、下端を鋭

く削って尖らせる。二次的整形後に上端折れ、左辺やや

割れ。７７は上下両端折れ。７８は上端折れ。「鮑」は右下の

残画のみ。７９は上下両端折れ。８０は上端折れ。「大嶋」の

次は「里」字が省略。８１は上端を裏面から刃物を入れて

二次的に切断。「舂」は「�」の字体。８２は上端折れ、左

右両辺割れ。８３は下端折れ、左右両辺やや割れ。８４は下

端折れ。切り込みは台形で、表裏ともに稜を面取りして

おり、大変丁寧な作りである。８５は上下２片接続で完

形。８６も完形。貢進荷札ではない可能性もある。裏面は

二次習書の可能性がある。８７は上端折れ。記録簡の可能

性もある。８８は上下両端折れ。１文字目は「二」の可能

性がある。８９は完形。「煮」は魚類の煮物であろう。「物

品名＋贄」とのみ記す珍しい事例。９０は材の中央に２文

字記し、以下２行割書となる書式か。荷札としたが、詳

細は不明。「評」はコホリ氏であろう。９１は上端折れ。９２

は上端は切り込み部で折れ。下端折れ。右辺は二次的割

截か。９３は右辺二次的割截。１文字目は人偏、２文字目

は示偏、３文字目は三水の文字。９４は上下２片接続。上

端折れ、右辺割れ。

以上、藤原宮東面北門付近の２７次・２９次調査のSD１７０

出土の木簡を概観したが、左辺もしくは右辺を二次的に

割截した荷札がとくに目立っている。荷札木簡はそのま

ま廃棄される事例がやや多いだけに、注目に値する。

SD２３００（２７次）９５は完形。「水内」は氏族名か。９６は上

端折れ。上半部は腐蝕する。隠岐国の荷札であろう。評

制下の一般的な隠岐国の荷札に比べて大きいので、郡制

下の可能性がやや高い。９７は下端折れ。左辺は二次的割

截か。２文字目は字配りから「方」とみられる。

SD１０５（５８次）９８は完形。上部には穿孔があり、そこに

木材を詰める。貢進荷札ではない可能性もある。９９は下

端に刃物を入れて二次的に切断する。「坂越里」は播磨国

赤穂郡坂越郷に該当しよう。１００はほぼ完形。上下両端お

よび切り込み部も面取りするなど、丁寧な作りである。

１０１もほぼ完形。

SK７６４１（６７次）１０２は上端折れ、左辺割れ。「庵加里」は

隠岐国周吉郡庵可郷に該当しよう。１０３は上端折れ。現状

の下半部は余白で、長大な荷札とみられる。数量の次に

物品名を記す珍しい事例。

SD２３００（７５－１３次）１０４は下端折れ。「県主里」は「備中

国後月郡県主郷に該当しよう。

SD４１３０（４７次）１０５は下端折れ。

SG５０１（１１５次）１０６は完形。塩を貢進している点、大伴

部が分布する地域である点から、志摩国の荷札木簡か。

１０７は四周欠損。１０８は完形。塩の荷札であろう。「大加

ア」は大鹿部。伊勢国川曲郡に大鹿三宅神社、参河国渥

美郡に大壁郷があり、伊勢湾近辺の荷札と推定される。

評制下の荷札木簡 １０９～１１１は藤原宮造営期の溝SD１９０１

A出土で、評制下の可能性が高い。１０９は上端折れ。志摩

国の荷札か。１１０は若狭国の荷札か。１１１は下端折れ。３

・４文字目は新たに「里人」と釈読できた。１１２・１１３は

SD１７０出土。１１２は厚さ１０�に及ぶ荷札で、左右両辺を二

次的割截。上端折れ。上から３文字目は言偏が確認でき

るため、「郡」ではなく「評」と判断した。「大井里」は

備中国賀夜郡大井郷に該当しよう。また木簡概報には示

していないが、裏面にも２文字分の墨痕が確認できる。

１１３は完形。表面３文字目が新たに「評」と釈読できた。

「粟田布西臣」は複姓であろう。 （市 大樹）
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頁
下

８３
・
矢
田
ア
□

・

□

（５７

）×（１７

）×４
０３９

檜
・
板
目

飛６

‐１６

頁
下

８４

□
ア
君
首

（１４０

）×１９

×５
０３９

檜
・
板
目

飛６

‐１６

頁
下

８５

□
得
麻
呂

１１８

×２８

×４
０５１

檜
・
板
目

飛６

‐１７

頁
上

〔
牟
邪
之
ヵ
〕

８６
・
□
□
□

三
斗
一
升

舎
人
連

日
置

・

呂
麻
月

２２０

×２８

×５
０３２

檜
・
板
目

飛６

‐１７

頁
上

８７

□
一
古
夏
鮑
一
古

（９９

）×２７

×３
０１９

檜
・
板
目

飛６

‐１７

頁
下

８８

□
□
□
鮑
一
古

（１６９

）×２０

×４
０５９

檜
・
板
目

飛６

‐１７

頁
下

８９

煮
大
贄

８３

×１３

×３
０３１

檜
・
板
目

飛６

‐１８

頁
上

〔
相
ヵ
〕

９０

□
□
□
里
評
□

（９９

）×（１４

）×３
０８１

檜
・
板
目

未
掲
載

〔
贄
ヵ
〕

９１

□
□
□
里
大
□

（１２７

）×２２

×５
０３９

檜
・
柾
目

未
掲
載

〔
贄
ヵ
〕

９２

□
□

（１５０

）×（１３

）×５
０３９

杉
・
板
目

未
掲
載

９３

□
□
□
里
□
□
□
□

１３７

×（６

）×３
０３３

檜
・
板
目

未
掲
載

９４
・
丈
ア
根
得
□
□

・
□

（７１

）×（１７

）×３
０８１

檜
・
柾
目

未
掲
載

内
濠
Ｓ
Ｄ
二
三
〇
〇
（
二
七
次
）

〔
薦
ヵ
〕

９５

水
内
麻
根
□

１２０

×１０

×３
０１１

檜
・
柾
目

飛６

‐２０

頁
下

９６

海
ア
里

軍
布

（１３２

）×３３

×３
０３９

杉
・
板
目

飛６

‐２１

頁
上

９７
・
周
方
国
大

・
□
□

（１１０

）×（１０

）×５
０８１

檜
・
板
目

飛６

‐２１

頁
上

東
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
（
五
八
次
）

９８

建
部
君
百
足

о
語
部
君
尾
勝

２２９

×２７

×４
０５１

杉
・
柾
目

飛９

‐７

頁
下

９９

坂
越
里
□
ア

（１１０

）×３１

×２
０３９

檜
・
柾
目

飛９

‐８

頁
上

１００

加
夜
里
委
文
連

１５７

×１７

×６
０３１

檜
・
板
目

飛９

‐８

頁
下

１０１

里
雀
ア
枚
男

１２１

×２７

×３
０３１

杉
・
柾
目

飛９

‐８

頁
下

土
坑
Ｓ
Ｋ
七
六
四
一
（
六
七
次
）

１０２

庵
加
里

（９２

）×（１２

）×２
０３９

杉
・
板
目

飛１１

‐１１

頁
上

１０３

贄
一
斗
五
升
伊
和
之

（２１５

）×２２

×４
０３９

檜
・
柾
目

飛１１

‐１１

頁
上

内
濠
Ｓ
Ｄ
二
三
〇
〇
（
七
五
‐
一
三
次
）

１０４

県
主
里

直
若
万
呂

（１１４

）×２１

×６
０３１

檜
・
柾
目

飛１２

‐１１

頁
上

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
三
〇
（
四
七
次
）

１０５
・
近
江
国
蒲

・
宿
□
戸

（９５

）×２２

×４
０３９

檜
・
柾
目

飛８

‐１２

頁
上

池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
五
〇
一
（
一
一
五
次
）

〔
乙
ヵ
〕

１０６

里
人
大
伴
ア
□
万
呂
塩
二
斗２０７

×２６

×５
０３２

檜
・
板
目

飛１６

‐９６

号

１０７

□
沼
里

卜
部
□

□

（９４

）×（７

）×３
０８１

檜
・
板
目

飛１６

‐９８

号

１０８

大
加
ア
嶋
二
斗

１０５

×２８

×６
０３２

杉
・
板
目

飛１６

‐９９

号

☆
評
制
下
荷
札
木
簡

１０９
・
□
人
尓
支
米
廿
斤

・

□

□

（１４３

）×２４

×４
０５９

檜
・
板
目

藤２

‐５４９

号

〔
野
ヵ
〕

１１０

□
□
里
秦
人
□
俵

１６５

×１８

×３
０５１

杉
・
柾
目

藤２

‐５５１

号

〔
入
里
人
ヵ
〕

１１１

宇
□
□
□

（７３

）×１８

×３
０３９

檜
・
柾
目

藤２

‐５５３

号

〔
夜
評
ヵ
〕

１１２
・
□
□
□

大
井
里
人

・

□

□

（１２２

）×（７

）×１０
０３９

檜
・
板
目

飛５

‐１１

頁
下

１１３
・
浅
井
評
□
□
里
人

〔
船
ヵ
〕

・
粟
田
布
西
臣
□
身

１７５

×２２

×３
０３３

檜
・
板
目

飛５

‐１１

頁
下

【
註
】「
藤
」
は
『
藤
原
宮
木
簡
』、「
飛
」
は
『
飛
鳥
藤
原
宮
発

掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
の
略
で
あ
る
。
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藤
原
地
域
出
土
荷
札
木
簡

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
九
〇
三
（
一
八
次
）

１
・
□
鴨
ア

□
支
□

・

調
三
斗

（７５

）×２９

×５
０３９

檜
・
柾
目

藤１

‐４

号

２

□
五
升
□
□

（７９

）×（１３

）×５
０５１

檜
・
板
目

藤１

‐６

号

外
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
五
（
一
八
次
）

〔
贄
ヵ
〕

３

□
十
具

（１０１

）×（２９
）×２

０８１

檜
・
板
目

藤１
‐５７

号

４

刀
加
里
人
大
伴
ア
黒

（９７

）×（２１

）×３
０８１

檜
・
板
目

藤１

‐７４
号

〔
宇
ヵ
〕

５
・
□
□
□
□
俵

・
風
三
斗

１０４

×（１７

）×４
０８１

杉
・
板
目

藤１

‐１３２

号

６

里
□
大
贄
□
□

２５２

×（１２

）×２
０８１

檜
・
柾
目

藤１

‐１４２

号

７
・
尾
治
国
海
部

・
尾

（８１

）×３５

×６
０３９

杉
・
板
目

藤１

‐１４９

号

８

三
家
里
海
ア
古
尓

１７４

×２５

×３
０３３

檜
・
板
目

藤１

‐１５８

号

９

進
上
年
魚
大
贄

１６３

×（２０

）×３
０８１

杉
・
板
目

藤１

‐１８０

号

１０
・
小
嶋
里
人
文
之

・
調
三
斗

１５１

×２８

×３
０３２

杉
・
板
目

藤１

‐１８１

号

１１
・
高
椅
連
刀
自
梨

〔
調
ヵ
〕

・

□
三
斗

（８４

）×１４

×３
０３９

檜
・
板
目

藤１

‐１８５

号

〔
湯
ヵ
〕

１２

□
□
里

□
□

大

１７３

×（１１

）×５
０３１

檜
・
板
目

藤１

‐１８７

号

１３
・
□
□
□
□
□
□
□
□
□

塩

〔
一
斗
ヵ
〕

・
□
□

（１７７

）×（１１

）×３
０３２

檜
・
板
目

藤１

‐１８８

号

〔
一
ヵ
〕

１４

阿
由
二
斗
□升

（１２５

）×２５

×６
０３９

檜
・
板
目

藤１

‐１９０

号

１５

旦
波
国

（６３

）×（１６

）×２
０３９

檜
・
板
目

藤１

‐１９１

号

１６

五
升

（１０９

）×（１９

）×２
０８１

檜
・
板
目

藤１

‐１９５

号

〔
具
ヵ
〕

〔
人
ヵ
〕

１７

□
□
里
人
大
伴
ア
田
□
□
□
（１３１

）×（１０

）×２
０８１

檜
・
板
目

藤１

‐１９９

号

〔
蝮
ヵ
〕

１８
・
□
俣
里
□
干

・

□
□

１３９

×２３

×２
０３１

檜
・
板
目

藤１

‐２００

号

〔
女
戸
ヵ
〕

１９

魚
切
里
人
大
伴
□
□
□
□
□
（１７３

）×（２４

）×４
０８１

檜
・
板
目

藤１

‐２０２

号

２０

□
佐
一
斗
五
升

（６２

）×２０

×３
０３９

杉
・
柾
目

藤１

‐２０３

号

２１

占
ア
尻

９３

×１８

×４
０５１

檜
・
柾
目

藤１

‐２０８

号

〔
廿
ヵ
〕

２２

□
里
人
大
伴
ア
加
□
□
□
□
□
□

（１５８

）×（１４

）×２
０８１

檜
・
板
目

藤１

‐２１２

号

２３

□
里
上
ア

軍
布

（７３

）×３１

×４
０３９

杉
・
板
目

藤１

‐２１３

号

七

２４

□
□
多
比
乃
□
□

（１１３

）×（１３
）×２

０３９

杉
・
柾
目

藤１
‐２１５

号

東
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
（
四
次
）

〔
寸
主
ヵ
〕

２５

□
□
白
髪
戸
□

（１３４

）×２２

×４
０８１

檜
・
板
目

藤１

‐４１７

号

２６
・

三
川
国
鴨

・
□
□
□
□
□
上
□
□

（１０４

）×（１２

）×４
０８１

檜
・
柾
目

藤１

‐４２１

号

井
戸
Ｓ
Ｅ
一
一
〇
五
（
五
次
）

２７
・
□
宮
末
呂
又
粟

・
□

（７６

）×１５

×３
０８１

檜
・
板
目

藤１

‐４８７

号

〔
尻
ヵ
〕

２８
・
□
ア
奈
波
手

・
俵

１５４

×２５

×４
０３３

檜
・
板
目

藤１

‐４８８

号

外
濠
Ｓ
Ｄ
一
七
〇
（
一
八－

七
次
）

〔
嶋
ヵ
〕

２９

大
宅
水
取
大
□

石
寸
ア
安
末
呂

（１２２

）×２８

×５
０３９

杉
・
柾
目

藤１

‐４９６

号

外
濠
Ｓ
Ｄ
一
七
〇
（
二
四
次
）

３０
・

価
塩
二
斗

・

「
□
□
□
□
」

（１０６

）×（１３

）×２
０８１

檜
・
板
目

藤２

‐６３６

号

３１

□
麻
呂
塩
三
斗

（５９

）×１３

×１
０８１

檜
・
柾
目

藤２

‐６３７

号

〔
ア
加
須
可
ヵ
〕

３２

□

□
□
□
□
□
調
荒
堅
魚７２

×（８

）×３
０８１

檜
・
板
目

藤２

‐６５４

号

３３

田
辺
史
牛
麻
呂

１４３

×２１

×４
０３２

檜
・
板
目

藤２

‐６５６

号

３４

吉
備

（４７

）×２０

×２
０３９

杉
・
柾
目

藤２

‐６５８

号

〔
林
ヵ
〕

３５

建
ア
君
小
□
赤
米

（９１

）×２０

×３
０３９

檜
・
柾
目

藤２

‐６５９

号

３６
・
□

・
里
人

（６８

）×（１３

）×２
０３９

檜
・
板
目

藤２

‐６６０

号

内
濠
Ｓ
Ｄ
二
三
〇
〇
（
二
四
次
）

３７
・
打
原
里
魚
渕

・

里
原
打

１１１

×（１４

）×２
０８１

檜
・
板
目

藤２

‐８１３

号

３８

綾
海
高
□
ア
汗
乃
古
三
斗

２６２

×１９

×３
０３１

檜
・
板
目

藤２

‐８１４

号

外
濠
Ｓ
Ｄ
一
七
〇
（
二
七
次
）

〔
伯
ヵ
〕

３９
・
□
□
年
□

備
前
国
大
□

・

□

□

（１２３

）×（４

）×３
０８１

檜
・
板
目

飛５

‐１０

頁
上

〔
大
伯
ヵ
〕

４０
・
備
前
国
□
□

□

・
□
□

（１０８

）×（８

）×２
０３９

檜
・
柾
目

飛５

‐１０

頁
下

４１

津
里
津
守
連

（１０４

）×１２

×３
０３９

檜
・
板
目

飛５

‐１１

頁
上

〔
美
ヵ
〕

４２
・
錦
ア
里
身
人
ア
支
波
□

・
一
枚

１３５

×１７

×４
０３１

檜
・
板
目

飛５

‐１１

頁
下

〔
万
呂
ヵ
〕

４３

□
□
里
葛
木
直
□
□
薦

１２２

×１９

×３
０３２

檜
・
板
目

飛５

‐１１

頁
下

４４

□
□
里
伊
委
之
�
大
贄
一
斗
五
升（１９６

）×１７

×８
０３９

檜
・
板
目

飛５

‐１２

頁
上

４５

□
麻
呂
調
荒
堅

（５５

）×（１２

）×３
０８１

檜
・
板
目

飛５

‐１２

頁
上

４６

□

軍
布
廿
斤

１２３

×（１１

）×７
０３１

杉
・
板
目

飛５

‐１２

頁
上

４７

□
□

□
人
久
目
薦

１３４

×１６

×６
０３３

檜
・
板
目

未
掲
載

４８
・
□
□
里
人
□

〔
五
斗
ヵ
〕

・
舂
米
□
□

（５１

）×１６

×１
０８１

濶
葉
樹
・
板
目

未
掲
載

外
濠
Ｓ
Ｄ
一
七
〇
（
二
九
次
）

４９

山
科
里
阿
那
之
奈
西
二
枚

１４７

×２５

×３
０３３

檜
・
板
目

飛６

‐１２

頁
下

５０

日
下
里
人
大
戸
首
末
呂
戸
諸
方
薦
一
枚

１５０

×（１５

）×５
０３２

檜
・
板
目

飛６

‐１２

頁
下

５１

伊
勢
国
木
油
二
斗
七
升
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